






要約 検査レベルの統一化のためには各検査施設間の惰報交換が必要不可欠となる。我々

はマススクリーニングこ関する「草の根 BBS」を設計し、パーソナルコンピュータを用い

たネットワークの精度管理分野への応用を検討した。適切なデータ処理法を選択すれぱ、

度数分布惰報の交換だけでも自施設測定値の傾向の把握のためにはかなり有用な指標とな

りその有用性が認められた。今後、測定プログラムを含めた総合システムとして開発され

ることが望まれる。


